近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１０クール日報（２月２９日～３月６日）
	報告日
天気
	３月２日（土）
大雪、雨、曇り
（気温：－2度～2度）
	報告者
	兵庫県社協　小山
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	近ブロメンバー

	１０クール：森、小山（西京区）、井出、神谷、松下、奥井、大場、宮崎、早川、小山（兵庫県）

	（主な日程）
	8:00 七尾市文化センター着
8:30 朝礼
9:20 ボラ受付
9:30 全体オリエンテーション
9:40 マッチング開始
10:30ボラ送り出し完了（矢田郷地区）
 ・ニーズ受付
・現地調査
・ボラ活動調整（アポ取り）等
14:30 ボラ迎え入れ
15:00 県ボラバス見送り
	<本部以外の動き>
・仮仮置場-希望の丘公園の分別・搬出希望の丘撤収→明日から田鶴浜
・東京消防庁の応援最終日
・和歌山県ボランティア20名受入

	
	17:00 終礼
18:30 翌日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
20:00 活動終了
22:00 明日の打ち合わせ
24:00 打合せ終了

	報告事項

	〇近畿ブロックの役割（前日に同じ）
〇VCの状況
［V69名（延べ155名）、現地調査17件（一般16件、現場系0件、キャンセル1件）ニーズ対応14件（うち完了12件、継続2件、）］
・マッチング班：ボランティアに対してバディコムの使用説明不足、職員間の情報共有不足によるトラブルが発生した。バディコムや各班オリエンテーションのマニュアルが必要。
・資機材班：資材班を担当していた行政職員の派遣が本日をもって終了。
・現地調査班：行政で公費による解体が発表されている（七尾市公費解体制度）。ニーズ調査に併せて情報提供を考えたい。
・仮仮置き場班：2ｔトラック等をフル稼働したため、順調な進行だった。明日の天候が懸念材料。

	今後の主な予定
	明日3/3日(日)の大きな動き
・明日から行政応援が2人→１人となる。
・今まではJCや東京消防庁が送迎、軽トラボランティアをしていたが、本日をもって東京消防庁の応援が終了するため、大幅な送迎、軽トラボランティアの減少となる。
・今までは各班に送迎とトラックが随行したが、明日は流動的に対応する。
・明日は直課長も２ｔで運搬予定。
・行政からの資材班応援がなくなるため、明日からは応援七尾市＋現地調査班が一部応援することとなった。
・ボランティアに少しでも活動していただくために、仮仮置き場での現地解散とする。（仮仮置き場：田鶴浜地区コミュニティセンター→VCまで車で約15分）
・ユナイテッドかなざわが仮仮置き場を共用で使用する（分別業務の負担増）
※ユナイテッドかながわ・・・田鶴浜等で以前から独自にボランティア活動をされている団体。

	調整課題・所感等
	・廃棄物の回収について、回収できないものを回収してしまうケースがあり、本日も仮置き場で回収を拒否されたケースが発生。ボランティアに分別の徹底しても、依頼主からお願いされると断りづらいこともあり、今後も課題になることが予想される。（仮置き場でチェックする現場員の判断の厳しさで可否が決まるため、日によって判断が異なることも困惑する要因の一つ。）一方で、①リーダーに回収可能かの判断を委ねることで役割の明確化②現地での回収時の確認徹底③仮仮置き場に来た時のチェックの徹底で、改善を図る。
・七尾市からはマッチング完了件数の増加の要望がある一方で、送迎や軽トラの人数が少ない。
　今後は送迎・軽トラ数の少なさが課題となることが予想される。（送迎、軽トラボラは事前に登録している名簿リストの中からしかお願いできないため限界がある。）

	その他
	・3/4より県ボランティアの活動時間が延長される
これまで→10：00～15：00／今後→9：00～16：00
・～3/3 和歌山からボランティアが20名参加予定。（随行：和歌山県社協南出氏）



